
























1　チャールズ ･ リングマ『風をとらえ、沖へ出よ』深谷有基訳、あめんどう、2017 年、73 頁
2　「あわれみのこころ」を窒息させる危険な思考システムとして、聖職者のマインドコントロール
がある。牧師の言葉が絶対化し、それ以外の思考を停止するようなことがおきれば、あわれみ

































5　筆者は 2016 年 9 月から 2019 年 1 月まで全国各地の教会の福祉ミニストリーのレポートを「ク
リスチャン新聞」に連載した。その記事の読者からの様々な相談が舞いこむようになっている。
6　有村浩市「公会議以降のカトリック教会における信徒理解」（『宗教改革と現代―改革者たちの
































































































14　ルター、前掲書、第 27 項 ･42 頁
15　それゆえ、現在キリスト者が就業している仕事が何の自覚も葛藤も覚悟も、神への真摯な応答
もなしに即「召命」とはいえないと筆者は考える。



















































































ルヴァンは、Ⅰコリント 12 章 28 節に列挙される務めの内、永遠に残るものは、「治
めること」と「貧しい人たちへの配慮」とし 27、「貧しい人たちへの配慮」が託せら
れたのは「執事」とした 28。総合施療院は、孤児支援、貧者へのパンの配給、職業指導、
高齢者介護、亡命者 ･ 流入者への職 ･ 住の提供、無料診療所とあり、まさに総合
福祉施設であった。


































































35　岡田、前掲書、252 頁。但し、引用したものを筆者が少し短縮 ･ 要約したことをお断りしておく。
36　細井勇「ドイツの児童福祉と日本の児童福祉―ドイツ児童 ･ 青少年援助法と児童福祉施設」（『福
岡県立大学人間社会学部紀要』25(1)、2016 年 9 月、4 頁）
37　ウェスレーは、モラビア共同体との交わりに深い霊的洞察を得たが、社会問題への関心と彼ら
の霊性に違和感を覚え、その仲間になることはなかった（フスト ･ ゴンザレス『キリスト教史 




































































wel.jp/michishirube// 2019 年 8 月最終アクセス）／長谷川保『神よ、私の盃は溢れます』（ミ
ネルヴァ書房、1983 年）
















・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
関係と認識こそ問題















































































えよう。キリスト者には世の光 ･ 地の塩となることが期待されているが、ジョン ･
58　ジョン ･ ストット、クリストファー ･ ライト『今日におけるキリスト者の宣教』立木信恵訳、
いのちのことば社、2016 年、45 頁
59　ストット、ライト、前掲書、82 頁














































徒使徒職」68 という明快な主張 69 から「プロテスタント教会もここまではっきりと福
音宣教と信徒の関係を言い切っているだろうか」70 と疑問を投げかけている。



























































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
もずっとだいじにする「愛」にのみある






















教派を問わず、福祉実践者の光となっている。2019 年 5 月に召天した。「もし私たちが障害の
ある人たちを生活の中に受け入れて心からの関係を築いていくならば、その人たちは、私たち

























































































































































































者的に発信し、とりなし、仕え人として実践し、「新しい一人の人（エペソ 2 章 15 節）」
である共同体形成に参与し、地の塩として役目を果たすためにある。そこにこそ包
括的な宣教としてのキリスト教福祉実践における信徒の役割の真骨頂がある。
92　例えば、キリスト教福祉施設で七夕等の日本の伝統的行事を宣教の文化脈化として実践するケ
ースがいつの間にかその意味付けや職員 ･ 利用者への説明が消失して単なる日本の文化行事と
して慣習的に行われるようになったり、施設において無批判にハロウィンの装飾を取り込んだ
りするなどがある。
